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（様式4） 
 
学 位 論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
（  小林大二郎  ）  印 
 
（学位論文のタイトル） 
 Mitotic catastrophe is a putative mechanism underlying the weak correlation  
between sensitivity to carbon ions and cisplatin. 
   （炭素イオン線とシスプラチンの感受性の相関ならびに細胞死機序の解析） 
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てシスプラチンより効率的に分裂期崩壊を誘導することが示唆された。 
【考察】X線とシスプラチンは、その感受性が強く相関することおよび同様なコロニー原性細胞死
プロファイルを誘導することから、併用時に相加的な効果を示す可能性があると考えられた。一方、
炭素イオン線とシスプラチンは、その感受性の相関が弱いことおよび炭素イオン線がシスプラチン
より効率的に分裂期崩壊を誘導することから、併用時に相乗的な効果を示す可能性があると考えら
れた。炭素イオン線とシスプラチンはともにDNAを細胞致死標的とするため、DNA損傷形成およ
びその修復機序の差が炭素イオン線の効率的な分裂期崩壊誘導に寄与しているかもしれない。今後
はDNA損傷応答シグナル経路や細胞周期に着目し、さらに解析をおこなっていきたい。 
【結論】炭素イオン線とシスプラチンの感受性の相関はX線とシスプラチンの感受性の相関より弱
かった。炭素イオン線はシスプラチンより効率的に分裂期崩壊を誘導した。以上のデータは炭素イ
オン線治療とシスプラチンの併用効果に関する重要な生物学的基盤情報となると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
